
５月２７日（木）、湯沢砂防事務所において土砂災害発生を想定した情報対

応演習を実施しました。

演習では、管内各所で大雨が降ったという想定で、巡視点検や関係各所への

情報伝達及び応急復旧工法の検討を本番さながらに実施しました。

平成２７年は、台風１８号などによる土砂災害をはじめ、全国で７８８件の

土砂災害が発生しました。また、平成２８年熊本地震により、多数の土砂災害

が発生しています。

湯沢砂防事務所管内でも、平成２３年７月新潟・福島豪雨や平成２５年９月

の台風１８号などの豪雨による土砂災害が各所で発生しています。

湯沢砂防事務所では、今回の演習を生かし、実際の災害発生時にも、状況の

把握や応急対応を速やかに実施できるよう努めて参ります。

被災状況を把握し、共有化本番さながらに演習を実施

平成２８年６月３日


